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さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
情
報
提
供

千代田区介
護
事
業
者
は
今
回
の
介
護
職
員
基
礎

研
修
の
導
入
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
都
市
部
に
お
け
る
４
３

８
１
の
訪
問
介
護
事
業
所
経
営
者
・
管
理

者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た（
回

答
数
３
９
６
、
回
答
率
9
・
0
％
）。

介
護
職
員
基
礎
研
修
の
導
入
に
よ
る
業

界
全
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ

（
複
数
回
答
）、「
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
」
と

評
価
す
る
回
答
が
76
・
８
％
に
の
ぼ
っ
て
い

る（
図
1
）。
ま
た
、「
利
用
者
に
与
え
る
安

心
感
が
増
す
」
も
44
・
７
％
と
高
い
。
自
事

業
所
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
、「
従
業
員
の
質

介
護
職
員
基
礎
研
修
の
動
向

介
護
職
の
質
向
上
へ
の
期
待
は
高
い

費
用
と
人
材
不
足
が
受
講
の
ネ
ッ
ク

介
護
職
員
基
礎
研
修
の
導
入
に
あ
た
り
、
訪
問
介
護
事
業
者
お
よ
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業
者
を
対
象
に
、
独
自
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
同
時
に
、
大
手
介
護
事
業
者
や
、
基
礎
研
修
の
導
入
に
意
欲
的
な
養
成
事
業
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
。
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
２
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
基
礎
研
修
導
入
に
向
け
た
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
。

PART

2

介護事業者

「
業
界
の
質
向
上
に
つ
な
が
る
」

全
体
の
76
・
８
％
が
評
価

向
上
に
つ
な
が
る
」
と
評
価
す
る
回
答
が

78
・
８
％
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
基
礎
研
修
に

対
す
る
期
待
が
感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
（
図
2
）。「
そ
の
他
」で
は
、「
専
門

職
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
る
」
と
い
う
評
価

も
見
ら
れ
た
。

一
方
で
、「
事
業
者
の
経
済
的
負
担
が
増

え
る
」（
38
・
６
％
）、「
研
修
コ
ス
ト
の
負
担

が
増
え
る
」（
43
・
２
％
）
な
ど
、
介
護
業

界
・
自
事
業
所
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
4
割
近

く
が
経
済
面
へ
の
不
安
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、「
介
護
職
就
業
の
難
易
度
が
高
く
な

る
」「
介
護
職
志
望
者
が
減
る
」「
人
員
確
保

の
面
で
不
利
に
な
る
」
な
ど
、
人
材
不
足

に
関
す
る
懸
念
も
そ
れ
ぞ
れ
3
割
程
度
に

達
し
て
い
る
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
な
か
に
は
、「
中
高

年
の
ヘ
ル
パ
ー
は
事
業
所
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
だ
が
、
長
時
間
の
研

修
は
負
担
感
が
大
き
く
離
職
者
が
増
え
る

こ
と
が
心
配
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。

事
業
所
と
し
て
介
護
職
員
基
礎
研
修
に

対
す
る
姿
勢
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
制
度
の

動
向
を
見
極
め
て
か
ら
対
応
す
る
」
と
回

答
し
た
事
業
所
が
も
っ
と
も
多
く
、
41
・

4
％
（
図
3
）。
一
方
、「
他
の
事
業
所
の
様

子
を
み
る
」
と
い
う
回
答
は
少
な
か
っ
た
。

「
従
業
員
に
促
し
て
受
講
さ
せ
る
」
と
回

答
し
た
事
業
所
は
全
体
の
37
・
４
％
で
、

「
義
務
付
け
て
受
講
さ
せ
る
」
と
回
答
し
た

事
業
所
を
合
わ
せ
る
と
約
45
％
が
前
向
き

な
意
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
従
業
員
に
受
講
さ
せ
る
方
針
を

示
し
た
事
業
所
に
対
し
、
予
定
し
て
い
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
尋
ね
た
（
図
４
）。

事
業
者
に
と
っ
て
経
済
的
負
担
が
大
き

い
、「
受
講
料
の
全
額
負
担
」
と
の
回
答
は

１
割
弱
に
と
ど
ま
り
、「
一
部
負
担
」
と
の

回
答
は
３
割
弱
だ
っ
た
。「
全
額
負
担
し
た

い
が
、
受
講
料
が
い
く
ら
に
な
る
か
が
問

題
」
と
様
子
を
見
る
事
業
者
も
多
い
よ
う

だ
。「
有
給
休
暇
」「
資
格
手
当
て
」
も

「
一
部
負
担
」
と
ほ
ぼ
同
じ
３
割
弱
。

一
方
、
経
済
的
負
担
が
少
な
い
「
シ
フ

ト
調
整
な
ど
の
配
慮
」
は
、
75
％
を
超
え

て
い
る
。

「
そ
の
他
」で
は
、「
自
分
の
と
こ
ろ
で
研
修

事
業
を
始
め
た
い
」「
受
講
費
用
の
貸
し
付

け
を
行
う
」
と
い
う
回
答
が
い
く
つ
か
あ
っ

【介護事業者アンケート調査概要】
調査方法：FAXにて質問票送付、回答
調査地域：北海道・千葉・埼玉・東京・神奈川・愛知・大

阪・福岡の8都道府県
調査対象：上記地域の訪問介護事業所経営者・管理者
送付件数：4,381件
調査期間：2006年10月24日～27日
有効回答数：396（回答率9.0％）

養成事業者

「
開
講
予
定
あ
り
」
が
半
数

多
く
が
2
級
修
了
者
を
想
定

た
。
一
方
で
、「
研
修
は
事
業
所
の
た
め
で

は
な
く
、
本
人
の
た
め
と
い
う
意
識
が
不
足

し
て
い
る
」
と
し
て
、
介
護
職
員
の
自
己
責

任
で
受
け
る
も
の
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

介
護
職
員
基
礎
研
修
に
対
す
る
全
体
の

意
見
で
は
、「
費
用
や
期
間
、
研
修
内
容
な

ど
詳
細
を
知
り
た
い
」
と
い
う
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
な
か
に
は
、「
今
の
中
途
半
端

な
位
置
づ
け
で
は
受
講
者
は
い
な
い
」
と
の

批
判
も
あ
る
。

養
成
事
業
者
の
動
向
は
ど
う
か
。
全
国

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業
者
５

０
８
０
件
に
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送

付
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た

（
回
答
数
91
、
回
答
率
１
・
８
％
）。

介
護
職
員
基
礎
研
修
の
開
講
予
定
に
つ

い
て
は
、
過
半
数
の
46
校
が
「
あ
る
」
と

し
た
（
図
5
）。
ま
た
、
開
講
予
定
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
約
７
割
が
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
は
継
続
す
る
」
と
回

図5　開講予定 
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図1　基礎研修導入による介護業界への影響（複数回答） 

図2　基礎研修導入による自事業所への影響（複数回答）  

図3　基礎研修に対する対応 
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他事業所の動向を 
見てから対応する 
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図4　（受講させる場合）どんなサポートをするか（複数回答） 

【参考】現在行っている、資格・研修へのサポート（複数回答） 

受講料を全額負担する 

受講料を一部負担する 

有給休暇を与える 

シフト調整などで 
配慮する 

資格手当てを支給する 

その他 

無回答 

研修や受験の費用を 
一部負担している 

事業所側が勉強会等を 
主催している 

なし 
 

研修や受験の費用を 
全額負担している 

研修や受験の際に 
有給休暇を与えている 

シフト調整などで 
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29.9%（53件） 
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★母数（図３で１，２と 
　回答した者）＝１７７ 

回答事業者の法人形態 

民間法人 
22.0%（20件） 

学校法人 
16.5%
（15件） 

高等学校 
17.6%
（16件） 

社会福祉法人 
13.2%
（12件） 

医療法人 
3.3%
（3件） 

NPO法人 
7.7%（7件） 

地方公共団体 
5.5%（5件） 

その他 
14.3%
（13件） 

【養成研修事業者アンケート調査概要】
調査方法：郵送にて質問票送付、FAXにて回答
調査地域：全国
調査対象：ホームヘルパー養成研修事業者
送付件数：5,080件
調査期間：10月23日～11月2日
有効回答数：91（回答率1.8％）
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介
護
事
業
と
養
成
事
業
の
両
事
業
を
行

う
大
手
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
取
締
役
の
北
村

俊
幸
氏
は
、「
全
国
に
講
座
を
展
開
し
て
い

中小規模
養成事業者

特
色
生
か
し
た
研
修
内
容
で

積
極
姿
勢
の
〝
先
行
組
〞
も

札
幌
市
に
本
社
を
置
く
、
株
式
会
社
社

会
教
育
総
合
研
究
所
は
、
年
明
け
の
開
講

を
予
定
し
て
お
り
、
す
で
に
具
体
的
に
動

き
始
め
て
い
る
。
１
月
中
旬
に
、
ま
ず
札
幌

で
開
講
し
、
そ
の
状
況
を
見
て
首
都
圏
で

も
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

同
社
代
表
取
締
役
・
覚
知
希
与
士
氏
は
、

「
現
在
、
道
内
の
介
護
事
業
者
を
対
象
に
営

答
し
て
い
る
（
図
6
）。

開
講
を
予
定
し
て
い
る
時
間
数
を
聞
い

た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、
46
校
す
べ
て

が
１
５
０
時
間
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
・
実
務

業界大手

大
手
は
準
備
を
し
つ
つ

様
子
見
の
姿
勢

０
０
時
間
の
場
合
で
、
研
修
費
用
は
40
〜

50
万
円
程
度
、
期
間
も
12
〜
15
カ
月
く
ら

い
か
か
る
の
で
は
な
い
か
」
と
見
て
い
る
。

基
礎
研
修
に
関
し
て
は
、
概
要
・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
実
習
施
設
、
講
師
情
報
、
実
績
情

報
な
ど
、
受
講
生
が
事
業
者
を
選
択
す
る

う
え
で
必
要
な
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
開
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、「
全
国
に
点
在
す

る
た
め
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
動
き
が
異
な

り
ま
す
。
現
在
は
、
要
綱
や
指
定
の
時
期

に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

や
る
か
ら
に
は
先
鞭
を
つ
け
て
一
気
に
や

り
た
い
と
も
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
介
護

保
険
の
報
酬
抑
制
も
含
め
て
、
事
業
経
営

は
厳
し
い
状
況
で
す
か
ら
、
受
講
生
が
集

ま
ら
な
い
な
か
で
は
む
や
み
に
開
講
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
今
の
段
階
で
は
時
期
に

つ
い
て
は
っ
き
り
と
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と

慎
重
な
姿
勢
を
示
す
。

具
体
的
な
内
容
は
ま
っ
た
く
決
ま
っ
て
い

な
い
と
し
な
が
ら
も
、
北
村
氏
自
身
は「
５

る
当
社
の
養
成
事
業
所
の
情
報
を
そ
れ
ぞ

れ
公
表
す
る
と
な
る
と
相
当
な
負
担
」
と

悩
み
の
タ
ネ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
ら
に
北
村
氏
は
「
実
習
が
長
期
間
に

な
る
ほ
ど
、
ま
じ
め
に
教
育
す
る
良
い
介

護
事
業
所
は
負
担
が
増
す
。
受
け
入
れ
る

の
は
実
習
生
を
人
手
と
し
て
考
え
る
介
護

事
業
所
だ
け
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
果
た
し
て
理
想
的
な
実
習
が
行
え

る
の
か
」
と
実
習
先
の
問
題
も
指
摘
す
る
。

こ
の
ほ
か
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
に
関
し
て

は
、「
会
社
と
し
て
決
定
し
た
こ
と
で
は
な

い
の
で
、
あ
く
ま
で
私
見
で
す
が
」
と
前
置

き
し
た
う
え
で
、「『
今
の
う
ち
に
受
講
す

れ
ば
後
が
楽
に
な
る
』と
強
調
し
、
受
講
生

が
い
る
限
り
ヘ
ル
パ
ー
研
修
受
講
を
積
極
的

に
勧
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
話

す
。同

社
は
介
護
事
業
に
お
い
て
も
、「
報
酬

上
の
加
算
な
ど
が
つ
か
な
い
限
り
は
、
特

に
従
業
員
の
基
礎
研
修
の
受
講
に
対
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
。

一
方
、
株
式
会
社
コ
ム
ス
ン
は
、
基
礎
研

修
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
介
護
事
業
に

関
す
る
項
目
の
み
文
書
で
回
答
。
養
成
事

業
に
つ
い
て
は
、「
現
在
検
討
中
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

同
社
は
、
業
界
全
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て

「
研
修
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
り
、
事
業
者
の

経
済
的
負
担
が
増
え
、
ま
た
研
修
期
間
が

長
期
化
し
て
就
業
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
る
」
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
自
社
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、「
非
常
勤
雇
用
者
が
さ
ら

に
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
顧
客
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
質

の
向
上
の
た
め
に
は
当
社
独
自
の
研
修
で

対
応
し
た
ほ
う
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
」

と
、
基
礎
研
修
に
対
し
て
は
慎
重
な
見
解

を
示
し
て
い
る
。

対
応
に
つ
い
て
は「
制
度
改
定
に
合
わ
せ

て
い
く
し
か
選
択
の
余
地
は
な
い
。
時
期
は

様
子
を
見
な
が
ら
決
め
て
い
く
」
と
、
や
は

り
制
度
の
行
方
を
見
守
る
姿
勢
だ
。

経
験
１
年
以
上
）
を
開
講
す
る
と
回
答
。

次
い
で
、
３
５
０
時
間
（
ヘ
ル
パ
ー
２

級
・
実
務
経
験
１
年
未
満
）
が
21
校
と
な

っ
て
お
り
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を
対
象
に
開

講
を
考
え
て
い
る
事
業
者
が
多
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
7
）。
開
講
時
期

は
２
０
０
７
年
4
月
を
予
定
し
て
い
る
と

い
う
回
答
が
も
っ
と
も
多
い
（
図
8
）。

高
等
学
校
か
ら
は
16
校
か
ら
回
答
が
あ

っ
た
が
、
1
校
を
除
き
す
べ
て
「
開
講
予

定
な
し
」
だ
っ
た
。
電
話
に
よ
る
追
加
取

材
に
対
し
、
あ
る
高
校
は
「
時
間
数
の
問

題
か
ら
難
し
い
。
福
祉
人
材
養
成
の
第
一

歩
と
し
て
資
格
を
持
た
せ
る
意
味
で
も
、

ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
養
成
研
修
は
続
け
て
い

く
。
基
礎
研
修
は
現
場
に
出
て
か
ら
取
得

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
答

え
た
。

「
開
講
予
定
あ
り
」
と
回
答
し
た
１
校
は
、

社
会
人
を
対
象
に
し
た
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
を
行
っ
て
お
り
、
基
礎
研
修
に
つ
い
て

も
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
修
了
者
を
対
象
に

開
講
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
。
担
当
者

は
、「
卒
業
生
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
、
就
職
後
あ
ま
り
な
か
っ
た
勉
強
の
機

会
と
し
て
期
待
す
る
声
が
多
い
。
５
０
０

時
間
の
開
講
は
難
し
い
が
、
ヘ
ル
パ
ー
養

成
は
今
後
も
継
続
し
、
現
任
者
向
け
に
基

礎
研
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

（件） 

（件） 

図7　開講を予定するコース時間（複数回答・母数46） 

図6　ヘルパー養成研修は継続するか 

図8　開講時期 
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（1級・実務経験１年未満） 

300時間 
（資格なし・実務経験１年以上） 

150時間 
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検討中 
12.1%
（11件） 
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業
中
だ
が
、
基
礎
研
修
の
認
知
度
は
ま
だ

低
い
と
い
う
印
象
。
ま
た
、
過
去
２
年
間
の

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
修
了
者
２
０
０
０
人
を

対
象
に
Ｄ
Ｍ
を
送
っ
た
が
、
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
の
は
50
人
。
反
応
は
鈍
い
と
感
じ

る
」
と
語
り
、
認
知
度
の
向
上
を
当
面
の
課

題
と
し
て
い
る
。

研
修
形
態
に
つ
い
て
は「
通
学
を
推
奨
し

た
い
が
、
現
場
に
従
事
し
て
い
る
現
任
者
の

事
情
を
考
え
る
と
通
信
も
必
要
だ
ろ
う
」

と
考
え
る
。

基
礎
研
修
で
は
各
科
目
の
修
了
時
に
、

知
識
や
技
術
の
習
熟
度
を
確
認
す
る
た
め

の
修
了
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

研
修
修
了
者
を
採
用
す
る
介
護
事
業
者
か

ら
の
評
価
は
、ヘ
ル
パ
ー
研
修
修
了
者
よ
り

高
く
な
る
だ
ろ
う
と
の
予
測
か
ら
、「
新
規

の
受
講
生
向
け（
５
０
０
時
間
コ
ー
ス
）を

積
極
的
に
行
い
た
い
」
と
言
う
。
一
方
、
１

５
０
時
間
コ
ー
ス
は
、「
事
業
者
サ
イ
ド
は

費
用
・
時
間
を
出
せ
な
い
と
い
う
声
が
良
く

聞
か
れ
る
」
と
話
す
。

費
用
と
期
間
に
つ
い
て
は
、「
５
０
０
時

間
で
30
〜
35
万
円
、
時
間
単
価
で
７
０
０

円
く
ら
い
に
な
る
見
込
み
。
期
間
は
６
時

間
×
20
日
稼
働
で
、
最
短
４
カ
月
程
度
の

設
定
に
す
る
予
定
」
と
い
う
。

具
体
的
な
講
座
内
容
は
こ
れ
か
ら
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
講
師
か
ら
の
反

応
は
、「
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
で
は
時
間
の
制

約
が
あ
り
教
え
き
れ
な
か
っ
た
が
、
基
礎
研

修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
講
座
内
容
が
組
み
や

す
い
」「
修
了
評
価
で
習
熟
度
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
概
し
て
好
意
的
で

あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
情
報
開
示
に
つ
い
て
は
、「
き
ち
ん

と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
事

業
者
に
は
有
利
。
当
社
の
よ
う
な
中
小
規

模
の
事
業
者
も
評
価
さ
れ
る
」
と
プ
ラ
ス
に

受
け
止
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
豊
富
な
事
例
に
裏
打
ち
さ
れ

た
授
業
内
容
と
実
践
的
な
介
護
技
術
で
養

成
機
関
の
差
が
表
れ
る
の
で
は
。
い
ず
れ

も
講
師
の
現
場
経
験
が
重
要
に
な
る
と
思

う
。
ヘ
ル
パ
ー
養
成
に
比
べ
て
受
講
生
の
数

は
限
ら
れ
て
く
る
が
、
目
的
意
識
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
点
が
大
き
な
違
い
。〝
よ
う
や

く
介
護
の
教
育
体
系
の
第
一
歩
が
踏
み
出

さ
れ
る
〞
と
感
じ
る
」
と
意
欲
を
示
す
。

埼
玉
県
で
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業
を
行
う
株

式
会
社
ア
イ
・ヘ
ル
パ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
も
、
小
規

模
の
強
み
を
活
か
し
た
研
修
を
考
え
て
い

る
。同

社
代
表
取
締
役
の
井
上
文
二
氏
は
、

「
焦
り
を
感
じ
て
い
る
修
了
生
か
ら
、
開
講

の
要
望
が
多
い
。
ま
ず
は
そ
れ
に
応
え
る

形
で
始
め
る
。
極
力
費
用
は
抑
え
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
恐
ら
く
時
間
１
０
０
０
円

く
ら
い
に
な
る
の
で
は
」
と
話
す
。

「
当
社
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
顔
を
覚

え
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と
る
こ
と

で
、
人
間
性
を
高
め
る
授
業
を
行
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
授
業
の
振
り
替

え
と
い
っ
た
個
別
対
応
も
小
規
模
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
」
と
言
い
、
こ
う
し
た
強
み
を

基
礎
研
修
で
も
打
ち
出
し
て
い
く
方
針
だ
。

まとめ

介
護
職
の
向
上
心
を

引
き
出
す
効
果
に
期
待

今
回
の
取
材
を
通
し
、
各
方
面
か
ら
聞

か
れ
た
の
が
、「
基
礎
研
修
の
位
置
づ
け
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
た
め
、
対
応
に
踏
み

切
れ
な
い
」
と
い
う
声
だ
。「
受
講
者
、
実
施

事
業
者
と
も
に
集
ま
ら
ず
、
結
局
は
２
級

ヘ
ル
パ
ー
が
主
流
の
ま
ま
と
な
る
の
で
は
な

い
か
」、
あ
る
い
は「
い
ず
れ
介
護
福
祉
士
養

成
校
だ
け
が
ル
ー
ト
と
な
り
、
基
礎
研
修

自
体
も
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
懸
念
を
示
す
人
が
少
な
く
な
い
。

「
こ
の
基
礎
研
修
の
影
響
に
よ
る
介
護
職

員
不
足
の
た
め
に
撤
退
す
る
事
業
者
も
出

て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
報
酬
と
人
材
、
２

つ
の
蛇
口
を
閉
め
る
こ
と
で
、
介
護
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
縮
小
を
図
る
と
い
う
の
が
厚
労
省

の
狙
い
で
は
」
な
ど
と
、
穿
っ
た
見
方
を
す

る
介
護
事
業
所
幹
部
も
い
た
。

こ
う
し
た
不
安
を
払
拭
し
、
基
礎
研
修

を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
に

も
、
位
置
付
け
と
方
向
性
を
明
確
に
示
す

こ
と
、
報
酬
体
系
な
ど
の
評
価
や
支
援
策

が
望
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
介
護
業
界
内
外
か
ら
、

「
介
護
職
の
質
向
上
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
回
の
介
護
事
業

者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
み

る
と
、
基
礎
研
修
に
対
し「
本
人
た
ち
の
自

己
研
さ
ん
の
場
と
な
る
」「
現
状
に
満
足
し

て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

た
だ
単
に
、
介
護
福
祉
士
ま
で
の『
通
過

点
』で
は
な
く
、
自
分
を『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
』

さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
る
研

修
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
介
護
職
員
の
向

上
心
を
引
き
出
す
効
果
へ
の
期
待
の
高
さ

も
目
立
つ
。

養
成
事
業
者
は
受
け
る
に
値
す
る
充
実

し
た
研
修
を
行
う
努
力
を
し
、
介
護
事
業

者
は
受
講
者
へ
の
最
大
限
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
高
め
て
い
く
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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